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平成11年7月26日に農林水産省によって「日本の棚

田百選」が発表され、117市町村（認定当時）の

134地区の棚田が選ばれたのをきっかけに、地方で

も独自の棚田選が誕生しました。現在、「日本の

棚田百選」と同時期の平成11年に選定された静岡

県の「静岡県棚田等十選」を先駆けに、６県が個

性豊かな棚田選を発表しています。

これからももっと数が増えることを祈って、６つ

の棚田ローカル選を紹介します。

　

平
成
25
年
11
月
、
和
歌
山
県
有
田
川
町
で
「
第

19
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
継
続
的

な
棚
田
保
全
と
棚
田
を
資
源
と
し
た
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
活
動
を
進
め
る
た
め
、
翌
年

か
ら
「
わ
か
や
ま
の
棚
田
・
段
々
畑
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
年
に
「
わ
か
や

ま
の
美
し
い
棚
田
・
段
々
畑
」
の
認
定
も
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
の
は
、
日
本
の
棚
田
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
「
蘭

あ
ら
ぎ

島じ
ま

」
を
含
め
、
４
市
７

町
に
わ
た
る
22
地
区
で
、
ほ
か
に
み
か
ん
畑
２
、

茶
畑
２
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
９
月
に
、
認
定
地
域
の
一
つ
で
あ
る
橋

本
市
で
第
３
回
の
棚
田
・
段
畑
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
県
は
「
棚
田
」
と
い
う
言
葉
が
古
文

書
（
高
野
山
文
書
）
に
初
め
て
登
場
し
た
地
域
で
、

熊
野
古
道
沿
い
の
棚
田
や
中
世
か
ら
存
在
す
る

集
落
な
ど
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
魅
力
的
な

要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

和
歌
山

「
わ
か
や
ま
の
美
し
い
棚
田
・
段
々
畑
」

■ 

認
定
年
：
平
成
26
年

■ 

認
定
地
区
：
26
地
区
（
棚
田
22
、
段
々
畑
4
）

※
Ｈ
28
年
現
在

参考HP

わかやまの美しい棚田・段々畑 検索

左上：有田川町あらぎ島の棚田
上：那智勝浦町小阪の棚田



全国の棚田
ローカル選

3

　

先
人
達
が
稲
作
の
場
と
し
て
築
い

た
美
し
い
棚
田
が
山
形
県
に
は
数
多

く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
里
山
に
囲
ま

れ
た
棚
田
景
観
と
棚
田
の
持
つ
価
値

は
近
年
見
直
さ
れ
、
自
治
体
や
保
存

会
、
市
民
な
ど
の
手
で
保
存
活
動
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

海
に
せ
り
出
し
た
鶴
岡
市
・
暮
坪

の
棚
田
、
百
選
の
棚
田
に
も
選
定
さ

れ
て
い
る
椹
平
の
棚
田
、
四
ヶ
村
の

棚
田
、
そ
し
て
大
蕨
の
棚
田
な
ど
が

特
に
有
名
で
す
。
山
形
県
は
こ
れ
ら

の
貴
重
な
棚
田
を
次
の
世
代
に
継
承

し
て
い
く
た
め
に
平
成
20
年
に
「
や

ま
が
た
の
棚
田
20
選
」
と
し
て
同
県

内
23
ヶ
所
（
百
選
の
棚
田
3
ヶ
所
を

含
む
）
の
棚
田
を
認
定
し
保
全
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

山
形
の
棚
田
の
特
徴
で
あ
る
土
積

の
畦
や
杭
掛
け
の
風
景
は
秋
の
風
物

詩
と
し
て
訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

静
岡
県
は
平
成
10
年
に
「
ふ
る
さ
と
の
棚

田
保
全
基
金
」
を
設
立
。
平
成
11
年
に
「
多

く
の
人
に
棚
田
等
の
有
す
る
機
能
の
理
解
促

進
を
図
る
と
共
に
、
棚
田
等
を
核
と
し
た
都

市
と
の
交
流
を
図
り
中
山
間
地
域
の
活
性
化

を
推
進
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
県
下

38
市
町
村
（
当
時
）
か
ら
推
薦
さ
れ
た
1
0
7

地
区
の
棚
田
等
の
中
か
ら
、
国
土
保
全
、
農

山
村
景
観
、
歴
史
的
文
化
価
値
等
に
優
れ
る

棚
田
等
を
10
地
区
選
定
。
様
々
な
中
山
間
地

域
農
業
が
盛
ん
な
静
岡
だ
け
あ
っ
て
、
棚
田

以
外
に
も
茶
畑
、
わ
さ
び
田
、
段
田
畑
が
選

ば
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
県
は
「
日
本
の
棚
田
百

選
」
に
は
5
地
域
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
う

ち
「
大
栗
安
の
棚
田
」
と
「
久
留
女
木
の
棚
田
」

は
「
棚
田
等
十
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
棚
田
百
選
」
と
同
時
期
に
認
定
さ
れ
た

棚
田
ロ
ー
カ
ル
選
の
先
駆
け
で
あ
り
、
棚
田

百
選
に
は
選
ば
れ
て
い
な
い「
石
部
の
棚
田
」

「
上
倉
沢
の
棚
田
」
な
ど
を
筆
頭
に
、
県
内

で
の
棚
田
保
全
活
動
を
活
性
化
さ
せ
た
功
績

の
大
き
い
歴
史
あ
る
十
選
と
い
え
ま
す
。

山
形

「
や
ま
が
た
の
棚
田
20
選
」

■ 

認
定
年
：
平
成
20
年

■ 

認
定
地
区
：
23
地
区

静
岡

「
静
岡
県
棚
田
等
十
選
」

■ 

認
定
年
：
平
成
11
年

■ 

認
定
地
区
：
10
地
区
（
棚
田
6
、わ
さ
び
田
1
、茶
畑
2
、段
々
畑
1
）

参考HP

参考HP

やまがたの棚田 20 選 検索

静岡県棚田等十選 検索

上：「やまがたの棚田20選」ロゴ
1：鶴岡市暮坪棚田
2：朝日町椹平の棚田
3：山辺町大蕨の棚田

左から：菊川市「上倉沢の棚田」、松崎町「石部の棚田」、浜松市大栗安の棚田
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河野 豊 こうの ゆたか

愛
媛
県
東
温
市

井
内
の
棚
田

写真・文  河野 豊

1947年　愛媛県西予市野村町生まれ。
2010年～2015年「棚田風景」「棚田に生きる」「棚田守り人」
をテーマにした写真展11回開催（愛媛県下にて）。愛媛県
下の棚田を中心に取材しながら保存活動及び活性化事業
に関わっている。
2010年『南伊予の地域遺産 棚田 ―写しだされた原風景
―』写真集出版

　松山市の東隣り、松山中心部より25キロ、道後平野の源流に位置する

東温市井内地区です。標高300～650メートルの集落一帯に棚田が広がっ

ています。

　昔から樒の栽培が盛んで、棚田周辺には樒が植えられ「棚田と樒の共存」が

生かされている数少ない集落です。 樒は年中収穫でき、枝打ちをすればするほ

ど良い樒が取れ、棚田が日陰にならないためにも一挙両得です。

　26年前、自然豊かな里を四季折々の花々で描きたいと、古民家農家レス

トラン『ぼたん茶屋』が誕生しました。 冬・春ぼたん、桜、アジサイ等 ・々・・・・

棚田が広がる中での景色は圧巻です。 また「どぶろく」の製造販売、囲炉裏

を囲んでの食事など、地域内外の人たちが憩う場所となっています。

　今年から「地域おこし協力隊」も受け入れ活性化に向けて新たな取り組み

が始まり、ブランド化された「井内米」の販路拡大にも力が注がれています。

とうおん い うち

しきみ

集落一帯に広がる棚田（秋風景）

樒（しきみ） …香気があり、墓・仏前に供える植物。 年中収穫でき、春・秋彼岸、盆月、正月には需要が多い。
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栃
木

「
残
し
た
い
栃
木
の
棚
田
21
」

■ 

認
定
年
：
平
成
14
年

■ 

認
定
地
区 
： 
28
地
区

岐
阜

「
ぎ
ふ
の
棚
田
21
選
」

■ 

認
定
年
：
平
成
20
年

■ 

認
定
地
区 

：
19
地
区

山
口

「
や
ま
ぐ
ち
の
棚
田
20
選
」

■ 

認
定
年
：
平
成
21
年

■ 

認
定
地
区
：
21
地
区

※
日
本
の
棚
田
百
選
に
認
定
さ
れ
た
１
地
区
を
含
む

参考HP

参考HP

残したい栃木の棚田21 検索

参考HP

ぎふの棚田21選 検索

やまぐちの棚田20選 検索

　

栃
木
県
は
県
内
の
貴
重
な
棚
田
風
景
を
21
世
紀
に
伝

え
よ
う
と
「
残
し
た
い
栃
木
の
棚
田
21
」
を
選
定
し
、
保

存
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
、
次
世
代
に
残
し
た
い
棚
田
と
し
て
県
内
の

数
あ
る
棚
田
の
中
か
ら
28
ヶ
所
を
選
定
し
ま
し
た
。
県
発

行
の
冊
子
に
は
認
定
に
当
た
っ
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

● 

大
切
な
役
割
を
持
つ
棚
田
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
多
く

の
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

● 

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
し
て
、
都
市
住
民
か
ら
も
親
し

ま
れ
て
い
る
棚
田
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
広
く
県
民
の
皆
様
に
棚
田
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
「
ぎ
ふ
の
棚
田
21
選
」
は
、
県
内
に
約
４
３
０
０
㌶
の

棚
田
（
県
内
の
水
田
の
約
１
割
）
を
有
す
る
岐
阜
県
が
、

平
成
20
年
12
月
18
日
に
開
催
し
た
「
ぎ
ふ
の
棚
田
21
選
」

選
定
委
員
会
で
認
定
さ
れ
た
19
地
区
の
棚
田
選
で
す
。
平

成
20
年
の
５
月
か
ら
５
カ
月
間
の
募
集
期
間
内
で
38
地
区

の
応
募
・
推
薦
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
番
外
編
と
し
て
、
選
定
要
件
は
満
た
さ
な
い
が
優
れ

た
棚
田
で
あ
る
３
地
区
を
Ｈ
Ｐ
上
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
は
「
棚
田
百
選
」
に
５
地
域
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
内
「
田
頃
家
の
棚
田
」
が
番
外
編
に
、
他
の
４
地

域
は
「
ぎ
ふ
の
棚
田
21
選
」
の
19
地
区
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
「
や
ま
ぐ
ち
の
棚
田
20
選
」
は
、
棚
田
の
あ
る
市
や
町
か

ら
推
薦
を
受
け
た
候
補
地
区
（
64
地
区
）
の
中
か
ら
、
平

成
21
年
秋
に
県
民
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
お
よ
び
物
産

展
で
投
票
を
行
い
、そ
の
後「
や
ま
ぐ
ち
棚
田
保
全
協
議
会
」

で
景
観
・
規
模
・
活
動
状
況
・
ア
ク
セ
ス
条
件
な
ど
の
視

点
を
基
に
１
次
選
考
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
絞
り
込
ん
だ
地

区
の
中
か
ら
現
地
調
査
を
経
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
終
選

考
で
は
、「
景
観
の
美
し
さ
」
と
と
も
に
、
活
動
組
織
が
し
っ

か
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
重
視
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
牛
の
放
牧
に
よ
る
休
耕
田
の

管
理
、
地
域
の
お
祭
り
、
都
市
住
民
と
の
体
験
交
流
イ
ベ

ン
ト
、
棚
田
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
、
直
接
支
払
制
度
を
利
用

し
た
積
極
的
な
営
農
活
動
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

上：茂木町石畑の棚田／下：矢板市平野兵庫畑の棚田

上：八百津町上代田の棚田／下：揖斐川町貝原の棚田

上：長門市東後畑の棚田／下：山口市三谷の棚田
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上：坂本棚田全景／下左：あかりイベントの準備／下中：集落は棚田の中にある／下右：イベントでは棚田米の販売も

坂
本
棚
田
の
成
り
立
ち

　

亀
山
市
は
三
重
県
の
中
央
の
や
や
北

部
に
位
置
し
、
鈴
鹿
山
系
の
麓
に
あ
る
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
な

か
で
も
坂
本
棚
田
の
あ
る
安
坂
山
町
は
、

鈴
鹿
国
定
公
園
に
接
し
東
海
自
然
歩
道

が
あ
る
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

坂
本
棚
田
は
、
23
㌶
約
4
4
0
枚
の
棚

田
で
構
成
さ
れ
、
歴
史
は
古
く
戦
国
時
代

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
明
治
８
年
８
月

に
作
成
さ
れ
た
改
正
反
別
地
押
番
号
帳
に

よ
る
と
、
坂
本
地
区
の
田
１
枚
あ
た
り
の

面
積
は
わ
ず
か
11
・
７
平
方
メ
ー
ト
ル
程

度
で
、
ま
さ
に
千
枚
田
で
あ
っ
た
と
想
像

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
明
治
中
期
か
ら
大
正

末
期
に
か
け
て
地
区
一
丸
と
な
り
、
ほ
ぼ

現
在
の
棚
田
に
集
積
を
し
、
そ
の
後
数
回

の
改
良
工
事
を
経
て
、
現
在
の
棚
田
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
４
、５
百
年
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
棚
田
や
宅
地
に
石
積
み
が
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
大
き
な
石
は
下
に
、
小
さ

な
石
は
上
に
積
み
上
げ
て
い
き
、
角
に
は

大
き
な
石
を
使
用
し
、土
台
を
安
定
さ
せ
、

５
〜
６
個
の
石
で
１
個
の
石
を
囲
む
よ
う

に
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
、
モ
ル
タ
ル
等

は
一
切
使
用
し
て
い
な
い
（
空
積
み
）
石

積
み
が
未
だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。

棚
田
を
守
る
た
め
の
様
々
な
工
夫

　

亀
山
市
に
お
い
て
も
、
他
市
と
同
様
に

獣
害
が
増
え
て
き
て
お
り
、
サ
ル
、
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年
度
に
棚
田

全
体
を
防
止
柵
で
覆
う
こ
と
に
よ
り
獣

害
を
減
ら
す
と
と
も
に
、
棚
田
の
中
に

は
防
止
柵
を
設
置
す
る
必
要
が
な
く
な

り
景
観
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
棚
田

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
草
刈
り
、
農
道
・

水
路
の
整
備
、
柵
の
点
検
を
共
同
で
行
っ

た
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
等
も
共
同
購
入
し
、

棚
田
を
み
ん
な
で
管
理
出
来
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
ご
ろ
に
は
「
棚
田
あ
か
り

in 

坂
本
」
と
し
て
棚
田
に
灯
り
を
と
も

す
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
集
落

の
人
が
数
時
間
か
け
棚
田
の
畦
に
沿
っ

歴
史
あ
る
棚
田
を
守
り
続
け
た
い

三
重
県
亀
山
市
坂
本
棚
田
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て
一
つ
ず
つ
灯
り
を
な
ら
べ
て
い
き
、

薄
暗
く
な
る
こ
ろ
に
点
灯
し
ま
す
。
棚

田
に
数
百
個
の
灯
り
が
と
も
る
景
色
は
、

都
会
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
は
違
う
、

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
よ
う
な
空

間
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
会
場
で
は
農

作
物
や
棚
田
米
、
地
元
の
人
が
作
っ
た

漬
物
な
ど
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

春
先
に
は
、
集
落
の
周
辺
に
群
生
し

て
い
る
「
み
つ
ま
た
」
の
花
が
見
頃
を

迎
え
ま
す
。「
み
つ
ま
た
」
は
和
紙
の
原

料
に
な
る
植
物
で
、
枝
が
3
つ
に
分
か

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
み
つ
ま
た
」
の
名

前
が
付
い
て
い
ま
す
。
湿
地
帯
を
好
む

た
め
、
川
沿
い
に
し
か
自
生
せ
ず
、
黄

色
い
丸
い
花
が
咲
く
景
色
は
「
み
つ
ま

た
」
特
有
の
も
の
で
す
。

周
辺
に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も

　

棚
田
附
近
の
景
勝
地
と
し
て
野
登
山

や
石
水
渓
が
あ
り
ま
す
。

　

市
の
北
部
に
位
置
す
る
野
登
山
は
、

山
頂
付
近
に
ブ
ナ
の
原
生
林
や
樹
齢
数

百
年
の
大
杉
が
林
立
し
、
深
山
の
自
然

の
魅
力
を
肌
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
標
高

８
５
２
㍍
の
野
登
山
山
頂
付
近
に
は
、
ブ

ナ
を
中
心
と
し
た
落
葉
広
葉
樹
の
原
生

林
が
約
４
㌶
に
わ
た
っ
て
広
が
り
、
西

日
本
の
植
生
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と

し
て
三
重
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

石
水
渓
は
、
鈴
鹿
川
の
支
流
で
あ
る

安
楽
川
の
発
す
る
一
帯
の
渓
谷
で
す
。

鈴
鹿
山
麓
に
囲
ま
れ
た
雄
大
な
渓
谷
に
、

306  

三重県・亀山市

坂本棚田

坂本の
亀山JCT

鈴鹿IC鈴鹿IC

道
阪

名
東

637  

302 
標識あり

ライオンズGC
 11

亀山IC
  1 

JR亀山駅

フラワーロード

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

道
阪

名
東

新
名

神
道

■ 棚田へのアクセス
【公共交通】	 JR亀山駅から野登・白川地区

自主運行バス　野登ルート・野
登白川ルート「坂本棚田停留
所」下車すぐ。または、JR亀
山駅からタクシー利用約30分

【自 動 車】	 東名阪自動車道「亀山インター」
を降り国道１号線を西へ、小野
町西交差点を右折、フラワーロー
ドを北上、安楽川を越えた交差
点を左折し県道３０２号線を西へ
約３ｋｍ、坂本棚田の看板のあ
る交差点を右折約１．５ｋｍ「坂
本棚田駐車場」

■ お問い合わせ
亀山市環境産業部　農政室
Tel 0595-84-5082
Mail : nousei@city.kameyama.mie.jp

清
流
が
流
れ
、
四
季
折
々
の
魅
力
あ
ふ

れ
る
自
然
の
造
形
美
を
満
喫
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
の
夏
休
み
に
な
る

と
県
内
は
も
ち
ろ
ん
名
古
屋
や
大
阪
方

面
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
レ
ジ
ャ
ー
客
が

訪
れ
ま
す
。

　

現
在
こ
の
地
区
で
は
約
30
世
帯
が
生

活
し
て
お
り
、
棚
田
の
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
他
の
地
区
と
同
じ
く

人
口
の
減
少
、
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
棚
田
の
保
全
は
容
易
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。

	

（
亀
山
市
農
政
室
）

「棚田あかり in 坂本」。遠くに新名神道のライトが見える

稲が実る頃の坂本棚田
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ヨネ
ちゃんの

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
紹
介

ニ
ッ
ポ
ン
全
国

第
八
回

隣接する真沢の森には美人の湯「真
沢温泉」もあるのよ！
宿泊のお客様にはその日に採れた
ばかりの山野草を中心とした「摘み
草料理」が振る舞われるんですって。

そんな真沢ファームの棚田での農作業は田植え、草取り、稲刈り
＆脱穀、と年に3～4回。 年会費は10,000円～24,000円。田ん
ぼの広さによって変わるわ！収穫時には、玄米が15kg頂けて、さ
らに隣接の一軒宿への宿泊割引券や日帰り入浴割引券も貰え
ちゃうの！申込は下記URLより、通年で受付中よ！
www.minakami-port.com/sanazawa/farm/

※棚田オーナー募集地域紹介サイト⇒ 棚田百貨堂 検索

第八回は、群馬県
みなかみ町月夜
野の『真沢ファー
ムの棚田』を紹介
するわ。

さなざわ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

棚
田
班

Vol.1

氷
見
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

長
坂
の
棚
田
担
当

岩
村  

茂
幸
（
29
歳
）

　
今
年
の
４
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
富
山
県
氷
見
市
に
来
ま
し
た
。
市
内
に
あ
る

長
坂
の
棚
田
で
、
日
々
農
業
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
出
身
は
千
葉
県
で
大
学
は
北
海
道
、
卒

業
後
は
宮
城
県
石
巻
市
で
震
災
後
の
復
興
支

援
活
動
と
し
て
漁
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
長
坂
は
、
棚
田
か
ら
望
む
富
山
湾
と

立
山
連
峰
の
眺
め
が
す
ば
ら
し
く
、
18
年
前

に
「
日
本
の
棚
田
1
0
0
選
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
は
い
ま
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
他
県
か
ら
多
く
の
方
が
田
植

え
と
稲
刈
り
を
楽
し
み
に
毎
年
い
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
山
間
地
で
あ
り
な

が
ら
海
に
も
近
く
、
新
鮮
な
魚
介
類
も
味
わ
え
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
棚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
。
と
言
う
と
ざ
っ
く
り
し
て
い
ま
す
が
、

農
家
の
収
入
を
少
し
で
も
上
げ
る
こ
と
と
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た
米
が
評
価
さ
れ
る
こ

と
で
農
家
が
自
信
を
持
つ
こ
と
。
こ
の
２
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
素
人
の
私
に
と
っ
て
米
作
り
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
、
幸
い
に

も
地
元
の
方
々
は
「
こ
こ
に
住
ん
で
以
来
は
じ
め
て
の
外
か
ら
の
移
住
者
」
の
私
を
、

あ
た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
活
動
は
ま
だ
は
じ
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
地
元
農
家
さ
ん
た
ち
と
協
力
し
、
活
気
あ
る
棚
田
に
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❖ Facebook 「長坂の棚田」で検索お願いします!
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9

茅
ヶ
岳
山
麓「
御
領
の
千
枚
田
」 

山
梨
県
甲
斐
市
亀
沢
・
吉
沢

	中
なかしま

島	峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。全国棚田
( 千枚田 ) 連絡協議会理事、棚田サミッ
ト開催地選定委員会委員長。1933年
宮崎県生まれ。早稲田大学教育学部地
歴科卒。2004年まで早稲田大学教育
学部教授。著書に『日本の棚田—保全へ
の取組み』『百選の棚田を歩く』『続・百
選の棚田を歩く』『棚田 その守り人』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

　
甲
斐
市
は
山
梨
県
中
央
部
、
竜
王
町
・

双
葉
町
・
敷
島
町
が
合
併
し
て
で
き
た

新
市
。
亀
沢
・
吉
沢
は
か
つ
て
の
敷
島

町
に
属
し
、
甲
斐
市
の
北
部
、
茅
ヶ
岳

を
望
み
昇
仙
峡
下
流
荒
川
沿
い
の
河
岸

段
丘
地
に
位
置
し
て
い
る
。
棚
田
ネ
ッ

ト
の
会
員
、
棚
田
と
雪
形
を
題
材
に
し

て
絵
を
画
く
酒
井
英
次
さ
ん
が
同
僚
と

甲
府
方
面
に
旅
行
し
た
折
に
御
領
の
千

枚
田
の
情
報
を
え
て
教
え
て
く
れ
た
。

　
2
0
1
5
年
4
月
に
初
め
て
訪
ね
た
。

御
領
千
枚
田
へ
は
、
公
共
の
交
通
機
関

な
ら
ば
甲
府
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
③
番

乗
り
場
か
ら
発
車
す
る
1
日
11
便
の
運

行
が
あ
る
昇
仙
峡
行
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
バ
ス
は
駅
南
口
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
朝
日
町
の
ガ
ー
ド
を
く
ぐ
り
、

朝
日
町
三
丁
目
の
交
差
点
・
横
沢
通
り

を
経
て
市
街
地
を
東
西
に
走
る
県
道
6

号
を
西
進
す
る
。
千ち

塚づ
か

の
交
差
点
を
右

面
に
分
布
、
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
走
る
農

道
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
30
段
以
上
数
え
ら

れ
る
。
農
道
東
側
の
上
・
中
段
で
は 

1
枚

が
10
〜
15
㌃
、
石
積
み
も
1
〜
2
㍍
の
高

さ
が
あ
る
が
、
下
段
で
は
1
枚
が
1
㌃
内

外
、石
積
み
も
50
㌢
程
度
。
農
道
西
側
は
、

上
・
中
・
下
段
を
通
し
て
1
枚
が
0
・
5

〜
3
㌃
と
狭
く
、
石
積
み
は
上
段
で
は
1

〜
2
㍍
あ
る
が
、
下
段
で
は
50
㌢
に
も
満

た
な
い
。

　

中
央
部
で
は
、
亀
沢
と
吉
沢
を
結
ぶ
市

道
の
最
高
点
を
中
心
に
し
、
市
道
の
上

と
下
の
傾
斜
8
分
の
1
の
斜
面
に
展
開

し
て
い
る
。
市
道
の
上
に
は
1
枚
が
1

㌃
内
外
、
土
坡
の
高
さ
50
㌢
ほ
ど
の
棚

田
が
15
枚
あ
り
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
も

折
、
荒
川
に
沿
う
県
道
7
号
を
北
上
す

れ
ば
昇
仙
峡
の
入
口
に
当
た
る
吉
沢
集

落
に
至
る
。
桜
橋
の
停
留
所
で
下
車
、

荒
川
を
渡
り
左
折
し
て
集
落
内
の
緩
い

坂
道
を
上
っ
て
行
け
ば
御
領
の
千
枚
田

だ
。
自
家
用
車
な
ら
ば
竜
王
駅
か
ら
が

判
り
や
す
く
、
駅
の
東
側
を
走
る
県
道

25
号
を
北
上
、
荒
川
の
支
流
亀
沢
川
右

岸
の
集
落
大お

お

下じ
も

を
過
ぎ
て
右
折
、
亀
沢

川
に
架
か
る
新
中
下
橋
を
渡
れ
ば
御
領

の
千
枚
田
で
あ
る
。

関
東
随
一
の
棚
田
景
観

　

棚
田
は
、
地
籍
図
に
よ
れ
ば
亀
沢
の
日

影
林
、
中
央
部
の
御
領
、
吉
沢
の
横
田
に

ま
た
が
る
。
亀
沢
と
中
央
部
は
御
領
堰
、

吉
沢
は
吉
沢
堰
の
受
益
地
で
あ
る
が
、
地

元
で
は
3
者
を
ま
と
め
て
御
領
の
千
枚
田

と
呼
ん
で
い
る
。
ま
ず
亀
沢
で
は
、
亀
沢

川
左
岸
段
丘
地
の
傾
斜
13
分
の
1
の
緩
斜
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の
を
N
P
O
法
人
の
組
織
が
復
田
、
管

理
し
て
い
る
。
市
道
の
下
は
農
道
を
挟

み
、
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
20
段
以
上
、
1

枚
が
1
～
2
㌃
、
石
積
み
は
部
分
的
に

は
3
㍍
を
超
え
る
も
の
も
あ
る
が
大
部

分
は
1
～
2
㍍
。
畑
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
転
作
田
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。

　

吉
沢
で
は
、
市
道
の
上
下
、
傾
斜
7

分
の
1
の
斜
面
に
、
市
道
上
で
は
3
列

に
な
り
、
1
枚
が
2
～
10
㌃
、
石
積
み

あ
る
い
は
土
坡
の
高
さ
1
㍍
内
外
の
棚

田
が
10
段
ほ
ど
並
ん
で
い
る
。
市
道
下

に
は
同
じ
よ
う
な
広
さ
、
石
積
み
あ
る

い
は
土
坡
の
高
さ
も
1
㍍
内
外
の
棚
田

が
15
段
以
上
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
棚

田
は
現
在
60
㌫
ほ
ど
が
耕
作
さ
れ
て
い

る
が
、
か
つ
て
全
面
的
に
耕
作
が
行
わ

れ
て
い
た
時
代
、
規
模
の
大
き
さ
と
景

観
の
美
し
さ
か
ら
関
東
随
一
と
称
え
ら

れ
、
昇
仙
峡
に
向
か
う
観
光
バ
ス
も
一

望
で
き
る
場
所
に
停
ま
り
、
ガ
イ
ド
が

そ
の
美
観
を
案
内
し
て
い
た
ほ
ど
だ
っ

た
そ
う
だ
。

1
9
9
9
年
に
保
全
活
動
が

ス
タ
ー
ト

　

近
年
耕
作
放
棄
が
進
み
、
そ
の
景
観
が

損
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
憂

え
た
地
元
の
山
梨
県
職
員
、
敷
島
町
職

員
、
新
聞
記
者
、
会
社
員
、
舞
踏
家
な

ど
が
棚
田
百
選
の
選
定
が
行
わ
れ
る
前

の
1
9
9
9
年
5
月
に
敷
島
町
棚
田
景

観
保
存
研
究
会
を
結
成
、
放
棄
地
の
一

部
を
復
田
耕
作
す
る
棚
田
の
保
存
活
動

を
始
め
た
。
そ
の
後
組
織
は
2
0
0
3

年
に
N
P
O
法
人
敷
島
棚
田
等
農
耕
文

化
保
存
協
会
に
発
展
改
組
さ
れ
、
活
動

を
続
け
て
い
る
。
最
新
の
総
会
資
料
に

よ
れ
ば
、
メ
ン
バ
ー
は
県
職
員
や
O
B
、

甲
斐
市
職
員
、
地
元
農
家
、
会
社
員
の

ほ
か
近
く
に
造
成
さ
れ
た
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
に
入
居
し
た
新
住
民
が
加
わ
り
、

活
動
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。
活
動
の

内
容
は
、
御
領
最
高
所
の
放
棄
さ
れ
た

棚
田
15
枚
を
復
田
、
耕
起
・
代
掻
き
・
田

植
え
・
草
刈
り
・
稲
刈
り
・
脱
穀
な
ど
一

連
の
作
業
に
会
員
37
名
が
参
加
。
運
営

費
は
会
員
の
会
費
、
市
の
助
成
金
、
米

の
売
却
代
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

中
心
メ
ン
バ
ー
は
県
職
Ｏ
Ｂ

　

会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
会
長
の
堀

内
克
一
さ
ん
、
初
代
事
務
局
長
の
山
本

賢
治
さ
ん
、
現
事
務
局
長
の
小
田
切
一

正
さ
ん
で
あ
る
。

　

堀
内
さ
ん
は
74
歳
、
奥
さ
ん
と
暮
ら
す

二
人
だ
け
の
世
帯
、
学
校
を
終
え
山
梨

県
庁
に
60
歳
の
定
年
ま
で
勤
め
た
。
退

職
後
も
甲
斐
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
な
ど
の
要
職
を
兼
務
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
持
つ
地
域
の
名
士
で
あ
る
。
生
家

は
専
業
農
家
、
父
親
は
水
田
と
畑
1
㌶

を
耕
作
、
乳
牛
3
頭
を
飼
育
す
る
酪
農

家
だ
っ
た
。
自
身
も
県
庁
に
勤
め
な
が

ら
土
・
日
曜
日
父
親
の
農
作
業
を
手
伝
っ

た
と
い
う
。
現
在
は
家
庭
菜
園
を
管
理

機
で
耕
作
す
る
程
度
、
農
地
は
市
民
農

園
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。
県
庁
在
職

中
か
ら
地
域
の
農
耕
文
化
に
関
心
を
持

ち
、
そ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
っ
た
御
領

の
千
枚
田
が
荒
廃
し
て
行
く
姿
に
耐
え

ら
れ
ず
、
仲
間
を
募
り
景
観
保
存
研
究

会
を
立
ち
上
げ
た
そ
う
だ
。

　

山
本
さ
ん
は
70
歳
、
子
供
は
独
立
し

夫
婦
だ
け
の
世
帯
。
千
葉
大
学
園
芸
学

科
卒
業
後
、
山
梨
県
庁
に
入
庁
、
農
業

改
良
普
及
所
、
農
業
試
験
場
に
技
術
職

と
し
て
勤
務
し
た
後
、
行
政
職
に
転
じ

最
後
は
農
政
部
技
監
を
務
め
定
年
を
迎

え
た
。
退
職
後
は
山
梨
県
農
業
大
学
校

の
講
師
を
務
め
、
農
業
を
目
指
す
若
者

に
野
菜
栽
培
理
論
と
農
業
法
規
を
教
え

て
い
る
。
生
家
は
水
田
40
㌃
、
畑
60
㌃

を
所
有
す
る
兼
業
農
家
。
父
親
は
県
の

農
業
試
験
場
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
か

ら
親
子
二
代
に
わ
た
る
試
験
場
勤
務
と

1：棚田遠景／ 2：石積みの高さは1 〜 2メートル

1

2

5

4
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い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
農
業
大
学

校
の
校
務
の
か
た
わ
ら
近
所
に
7
㌃
の

畑
を
借
り
野
菜
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

実
家
の
田
畑
は
新
規
就
農
者
な
ど
に
貸

し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

小
田
切
さ
ん
は
61
歳
、
子
供
は
東
京
で

独
立
し
夫
婦
だ
け
の
世
帯
。
奥
さ
ん
は
県

立
図
書
館
司
書
の
現
役
で
あ
る
た
め
、「
自

分
は
女
房
の
扶
養
家
族
で
す
よ
」
と
云
っ

て
笑
わ
れ
る
。
早
稲
田
大
学
を
卒
業
後
、

山
梨
県
庁
に
入
庁
、
最
後
は
宝
石
美
術
専

門
学
校
の
事
務
局
長
を
務
め
、
昨
年
の
3

月
、定
年
退
職
し
た
。
生
家
は
兼
業
農
家
、

水
田
20
㌃
、
畑
80
㌃
を
所
有
、
畑
は
桑
畑

で
1
9
7
5
年
頃
ま
で
盛
ん
で
あ
っ
た
養

蚕
で
生
計
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
桑

畑
の
大
部
分
は
エ
ノ
キ
の
森
に
、
国
蝶
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
楽
園
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。
父
親
が
17
年
前
に
亡
く
な
っ
て
か
ら

は
勤
め
の
か
た
わ
ら
水
田
と
、
昨
年
亡
く

な
る
ま
で
母
親
が
青
空
市
に
出
荷
す
る
野

菜
な
ど
を
栽
培
し
た
畑
の
管
理
を
行
っ
て

き
た
。
退
職
後
は
、
農
作
業
が
好
き
だ
っ

た
の
で
、
迷
わ
ず
農
業
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
20
㌃
、
4
枚
の
水
田
と
畑
10

㌃
を
ト
ラ
ク
タ
ー
13
馬
力
、
歩
行
型
2
条

田
植
機
、
バ
イ
ン
ダ
ー
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

な
ど
を
駆
使
し
て
耕
作
。
イ
ネ
は
刈
り

取
っ
た
後
、
ウ
シ
に
掛
け
て
干
す（
ハ
サ

掛
け
の
こ
と
）
天
日
乾
燥
に
よ
る
収
穫
、

3
分
の
2
を
近
所
の
人
や
特
別
の
顧
客
に

販
売
、
3
分
の
1
を
飯
米
と
縁
故
米
に
し

て
い
る
。
各
種
の
機
械
類
を
所
有
す
る
小

田
切
さ
ん
は
保
存
協
会
の
最
も
頼
り
に
な

る
働
き
手
で
あ
る
。

外
部
と
の
接
触
が
刺
激
に

　

敷
島
棚
田
等
農
耕
文
化
保
存
協
会
で

は
、
放
棄
田
の
復
田
・
保
存
活
動
の
ほ
か

に
、
昨
年
か
ら
ロ
ー
ソ
ク
祭
り
を
始
め
、

今
年
も
6
月
上
旬
に
実
施
し
た
。
地
元

新
聞
が
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
く
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
が
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
あ

ら
た
に
N
P
O
法
人
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
仲
介
に
よ
り
、
新
生
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
の
社
員
が
放
棄
田
の
草
刈
り
を
行
う

C
S
R
活
動
や
、
無
印
良
品
で
知
ら
れ

る
良
品
計
画
が
募
集
す
る
顧
客
の
農
業

体
験
受
け
入
れ
な
ど
も
始
ま
り
、
会
員

の
意
欲
を
刺
激
、
棚
田
の
保
存
活
動
は

一
層
の
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

堀
内
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
、
地
元

農
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
甲
斐
市
の

顔
と
な
る
棚
田
景
観
づ
く
り
、
御
領
千

枚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
都
市
住
民
と

の
交
流
、
例
え
ば
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
の

実
現
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
た
。

初めて企業の田植え体験を受け入れ

左から、小田切さん、堀内さん、山本さん

1

2

竜王駅

大下公民館

山梨県・甲斐市

JR甲府駅

停
ス
バ

スマートIC
双葉  6

 6

101

25

 7

中央本線

昇仙峡へ

橋
桜

中央自動車道

御領棚田●

棚田へのアクセス

【公共交通】�甲府駅南口から昇仙峡行きのバスに乗車
し10km20分のバス停「桜橋」で下車。荒
川を渡り左折して集落内の緩い坂道を上っ
て行く。バス停から徒歩20分。

【自 動 車】�中央自動車道の双葉スマートICから県道25
号101号を北上し、大下公民館を過ぎて右
折する。双葉スマートICから6km、約15分

4



　
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
定
期
総
会
の
後
に
興
味
深
い
講
演
と
討
論
会
の
集
ひ
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
約
二
十
名
の
熱
心
な
会
員
が
出
席
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

　
前
半
の
講
演
会
で
は
、
中
島
峰
広
先
生
が
「
棚
田
に
価
値
を
与
え
た
人
々
」
と
題

し
て
お
話
し
な
さ
い
ま
し
た
。
文
書
に
よ
る
と
高
野
山
文
書
の
応
永
十
三
年

（
1
4
0
6
）
に
「
餠
田
」「
山
田
」
と
出
て
ゐ
る
の
が
初
出
で
、
学
道
衆
の
奨
学
金

用
の
田
で
あ
っ
た
や
う
で
す
。
江
戸
中
期
に
は
、「
地
方
凡
例
録
」に「
山
田
」「
谷
田
」「
膳

田
」
の
名
で
出
て
来
て
下
下
田
に
も
入
ら
な
い
「
無
位
の
田
」
と
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

全
く
価
値
の
な
い
田
と
認
識
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
ん
な
棚
田
に
初
め
て
価
値
を
与
へ

た
の
は
、
昭
和
初
期
の
米
国
地
理
学
者
ト
レ
ワ
ー
サ
で
あ
り
ま
し
た
。
二
番
目
は
、

昭
和
後
期
に
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
が
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
一
つ
「
檮
原
街
道
」
で
、
万

里
の
長
城
に
比
す
る
遺
産
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
檮
原
町
長
の
中
越
さ
ん
、
ふ

る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
の
石
塚
克
彦
、
中
島
峰
広
と
続
く
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
外
国
の
棚
田
の
場
合
は
ど
の
や
う
に
価
値
付
与
が
さ
れ
た
の
だ

ら
う
と
の
問
ひ
が
発
せ
ら
れ
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
「
棚
田
観
光
」
が
な
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
、
そ
の
前
に
価
値
観
の
転
換
が
な
さ
れ
た
の
だ
ら
う
と
答
へ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
の
討
論
会
で
は
、
棚
田
を
ど
の
や
う
に
守
っ
て
行
く
か
に
つ
い
て
各
人
か
ら
熱

心
な
意
見
の
吐
露
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
渡
が
ジ
ア
ス
（
世
界
農
業
遺
産
）
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
場
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
と
の
声
は
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
棚
田
の
魅
力
が
伝
は
っ
て
も
地
元
の
秩
序
を
乱
す
人
々
の
到
来

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
経
済
効
果
に
つ
な
げ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
も
理

解
出
来
ま
し
た
。
入
場
料
等
を
徴
収
す
る
や
う
な
観
光
と
し
て
き
ち
ん
と
位
置
付
け
る

必
要
性
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
総
じ
て
棚
田
を
め
ぐ
る
最
前
線
を
語
る
熱
い
語
り
合
ひ
に

な
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　
棚
田
め
ぐ
る
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
と
ん
と
疎
く
な
っ

て
ゐ
た
私
は
、
さ
な
が
ら
今
浦
島
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
語
ら
れ
た
事
は
棚
田
を
愛
す

る
人
な
ら
知
っ
て
置
い
て
欲
し
い
貴
重
な
、
そ
し
て
、

珠
玉
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
啓
蒙
と
共
有
の
た
め
に
今
日
の
や
う

な
イ
ベ
ン
ト
行
事
が
開
催
さ
れ
る
事
を
強
く
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

会員の声

私なりの棚田の楽しみ方、愛し方

三谷 真実
（東京都江東区）

　私の場合、最初は棚田写真集を見て気になる棚

田を見つけては旅をしていました。 土谷棚田や浜

ノ浦の棚田、丸山千枚田、おばすて棚田、星峠など

に行き、散歩したり写真を撮ったりしました。 それ

ぞれの棚田に個性があり、季節によって全く違う

顔を見せてくれる棚田の景色はどれもとても美し

いものでした。 次第に見ているだけでなく実際に

稲作体験がしたいと思うようになり、棚田ネット

ワークで田植えや稲刈り体験に参加しました。 現

在は埼玉県横瀬町にある寺坂棚田で行われてい

る棚田学校に参加して3年目です。 田植え前の用

水路の手入れから田植え、草取り、稲刈り、脱穀ま

で様々な作業を地元農家の方々が教えてください

ます。 武甲山を望む棚田で清々しい汗をかきなが

らの作業はとてもやり甲斐があります。 そして極

め付けは棚田での婚礼写真の撮影です。 今年4月

に入籍したのですが、大好きな棚田で婚礼和装写

真がどうしても撮りたくて、寺坂棚田で撮影しまし

た。 一生の思い出になりました。

　素晴らしい棚田の景色は末永く残ってほしいと

思っています。 私が現在活動している寺坂棚田も、

耕作放棄地が増えてしまっていた時期がありまし

た。 棚田所有者の中で棚田復元への気運が高ま

り、農家や行政関係者などで話し合いの結果、棚田

学校という形をとって都市住民とともに行う形で

平成13年から開校されました。 卒業生を対象と

したオーナー制度も行われ、すでに８割方の田が

再生されました。 今年度は20～30名の生徒が都

市近郊から集まって活動しており、有機無農薬で

古代米を作っています。

　以前棚田の旅途中で地元の方とお話をする機

会があった時に、後継者不足で10年後にはこの

棚田はなくなってしまっているだろうという話を

聞きました。 棚田を維持していくのは並大抵の労

力ではないと思いますし、様々な事情があるのだ

と思います。地元住民でもない私の勝手な想いか

もしれませんが、寺坂棚田の復元は一つの好事例

として、棚田ネットワークの活動と共に棚田保全の

動きがより広がることを願っています。 微力です

が、私も棚田保全の活動に今後とも関わらせてい

ただきたいと思っています。

会
員
の
声
募
集
！

「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
」「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま
す
」
と
い
う
皆
さ
ん
の
声

を
編
集
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！  

ご
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望
、
感
想
や
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質
問
で
も
O
K
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坂
折
棚
田
で
は
体
験
交
流
施
設
「
棚
田
な
ご
み
の
家
」
が
こ
の
ほ
ど

３
月
に
落
成
と
な
り
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
事
務
局
と
し
て
の
機
能
の

他
、
食
堂
・
シ
ャ
ワ
ー
室
・
21
畳
の
大
会
議
室
（
板
間
）・
14
畳
の
小
会

議
室
（
和
室
）
を
備
え
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
始
め
と
し
た
体
験
交

流
イ
ベ
ン
ト
に
も
活
用
し
て
い
く
方
針
で
す
。
食
堂
は
地
元
農
産
物
の

直
売
所
兼
棚
田
カ
フ
ェ
と
な
っ
て
お
り
、
モ
ー
ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ

て
い
ま
す
。
7
千
人
ほ
ど
の
年
間
来
訪
者
に
、
こ
の
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
で
さ
ら
に
棚
田
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
簡
易
宿
泊
も
計
画
し
て
お
り
、
早
い
段
階
で
実
現
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。
屋
根
裏
を
中
二
階
と
し
て
、
宿
泊
空
間
と
し
ま
す
。

　
こ
の
施
設
を
使
っ
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
6
月
4
日
（
土
）

に
は
「
第
7
回
　
田
の
神
様
灯
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
畦
畔
に
蝋

燭
1
0
0
0
基
を
灯
す
他
、
提
灯
行
列
や
郷
土
芸
能
の
披
露
や
地
元
に

よ
る
飲
食
出
店
な
ど
を
企
画
し
、

6
0
0
人
が
来
訪
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
単
に
集
落
と
し
て
の
棚

田
の
枠
を
超
え
た
、
地
域
連
携
と

し
て
の
形
で
活
動
を
展
開
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
今
年
は
も
う
1
つ
地
域
連
携
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
10
月

29
日
（
土
）
に
石
川
県
輪
島
市

か
ら
世
界
中
で
演
奏
す
る
「
御

陣
乗
太
鼓
保
存
会
」
を
招
聘
し
、

棚
田
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

是
非
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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葉
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
定
期
総
会
の
後
に
興
味
深
い
講
演
と
討
論
会
の
集
ひ
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
約
二
十
名
の
熱
心
な
会
員
が
出
席
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

　
前
半
の
講
演
会
で
は
、
中
島
峰
広
先
生
が
「
棚
田
に
価
値
を
与
え
た
人
々
」
と
題

し
て
お
話
し
な
さ
い
ま
し
た
。
文
書
に
よ
る
と
高
野
山
文
書
の
応
永
十
三
年

（
1
4
0
6
）
に
「
餠
田
」「
山
田
」
と
出
て
ゐ
る
の
が
初
出
で
、
学
道
衆
の
奨
学
金

用
の
田
で
あ
っ
た
や
う
で
す
。
江
戸
中
期
に
は
、「
地
方
凡
例
録
」に「
山
田
」「
谷
田
」「
膳

田
」
の
名
で
出
て
来
て
下
下
田
に
も
入
ら
な
い
「
無
位
の
田
」
と
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。

全
く
価
値
の
な
い
田
と
認
識
さ
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
そ
ん
な
棚
田
に
初
め
て
価
値
を
与
へ

た
の
は
、
昭
和
初
期
の
米
国
地
理
学
者
ト
レ
ワ
ー
サ
で
あ
り
ま
し
た
。
二
番
目
は
、

昭
和
後
期
に
作
家
の
司
馬
遼
太
郎
が
「
街
道
を
ゆ
く
」
の
一
つ
「
檮
原
街
道
」
で
、
万

里
の
長
城
に
比
す
る
遺
産
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
、
檮
原
町
長
の
中
越
さ
ん
、
ふ

る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
の
石
塚
克
彦
、
中
島
峰
広
と
続
く
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
外
国
の
棚
田
の
場
合
は
ど
の
や
う
に
価
値
付
与
が
さ
れ
た
の
だ

ら
う
と
の
問
ひ
が
発
せ
ら
れ
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
が
「
棚
田
観
光
」
が
な
さ
れ
て

ゐ
る
の
で
、
そ
の
前
に
価
値
観
の
転
換
が
な
さ
れ
た
の
だ
ら
う
と
答
へ
ら
れ
ま
し
た
。

　
後
半
の
討
論
会
で
は
、
棚
田
を
ど
の
や
う
に
守
っ
て
行
く
か
に
つ
い
て
各
人
か
ら
熱

心
な
意
見
の
吐
露
が
あ
り
ま
し
た
。
佐
渡
が
ジ
ア
ス
（
世
界
農
業
遺
産
）
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
現
場
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
と
の
声
は
リ
ア
リ
テ
ィ
あ
る
も
の

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
棚
田
の
魅
力
が
伝
は
っ
て
も
地
元
の
秩
序
を
乱
す
人
々
の
到
来

で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
経
済
効
果
に
つ
な
げ
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
も
理

解
出
来
ま
し
た
。
入
場
料
等
を
徴
収
す
る
や
う
な
観
光
と
し
て
き
ち
ん
と
位
置
付
け
る

必
要
性
も
語
ら
れ
ま
し
た
。
総
じ
て
棚
田
を
め
ぐ
る
最
前
線
を
語
る
熱
い
語
り
合
ひ
に

な
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　
棚
田
め
ぐ
る
社
会
状
況
に
つ
い
て
、
と
ん
と
疎
く
な
っ

て
ゐ
た
私
は
、
さ
な
が
ら
今
浦
島
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
語
ら
れ
た
事
は
棚
田
を
愛
す

る
人
な
ら
知
っ
て
置
い
て
欲
し
い
貴
重
な
、
そ
し
て
、

珠
玉
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
啓
蒙
と
共
有
の
た
め
に
今
日
の
や
う

な
イ
ベ
ン
ト
行
事
が
開
催
さ
れ
る
事
を
強
く
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

会員の声

私なりの棚田の楽しみ方、愛し方

三谷 真実
（東京都江東区）

　私の場合、最初は棚田写真集を見て気になる棚

田を見つけては旅をしていました。 土谷棚田や浜

ノ浦の棚田、丸山千枚田、おばすて棚田、星峠など

に行き、散歩したり写真を撮ったりしました。 それ

ぞれの棚田に個性があり、季節によって全く違う

顔を見せてくれる棚田の景色はどれもとても美し

いものでした。 次第に見ているだけでなく実際に

稲作体験がしたいと思うようになり、棚田ネット

ワークで田植えや稲刈り体験に参加しました。 現

在は埼玉県横瀬町にある寺坂棚田で行われてい
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したオーナー制度も行われ、すでに８割方の田が

再生されました。 今年度は20～30名の生徒が都

市近郊から集まって活動しており、有機無農薬で

古代米を作っています。

　以前棚田の旅途中で地元の方とお話をする機

会があった時に、後継者不足で10年後にはこの

棚田はなくなってしまっているだろうという話を

聞きました。 棚田を維持していくのは並大抵の労

力ではないと思いますし、様々な事情があるのだ

と思います。地元住民でもない私の勝手な想いか

もしれませんが、寺坂棚田の復元は一つの好事例

として、棚田ネットワークの活動と共に棚田保全の

動きがより広がることを願っています。 微力です

が、私も棚田保全の活動に今後とも関わらせてい

ただきたいと思っています。
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差し換え

風
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と
。

い
の
ち
と
暮
ら
す
、
い
の
ち
を
食
べ
る
。

舞
台
は
越え

ち
ご
つ
ま
り

後
妻
有
の
里
山
。
美
し
い
棚
田
が
広
が
る
こ
の

雪
深
い
村
へ
、
木
暮
さ
ん
夫
婦
は
都
会
か
ら
移
住
し
た
。

彼
ら
は
茅
葺
き
屋
根
の
古
民
家
を
修
復
し
、
見
よ
う
見
ま

ね
で
米
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
き
た
。
悠
々
自
適
、
気
ま
ま

な
田
舎
暮
ら
し
に
見
え
る
け
れ
ど
、
自
然
は
厳
し
く
、
茅

葺
き
や
稲
刈
り
も
協
働
作
業
だ
。
だ
が
木
暮
さ
ん
の
周
り

に
は
不
思
議
と
個
性
豊
か
な
仲
間
が
集
ま
り
、
こ
と
あ
る

ご
と
に
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
宴
が
は
じ
ま
る
。
こ
こ
で
は
新

し
い
か
た
ち
の
「
結ゆ

い

」
が
ゆ
る
や
か
に
息
づ
い
て
い
る
。

あ
る
春
の
朝
、
大
き
な
地
震
が
お
き
た
。
木
暮
さ
ん
の
家

も
全
壊
し
た
が
、
彼
は
再
建
を
決
意
す
る
︱
︱
。

風
の
波
紋

ルース・ドフリース（著）
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￥800（税別）
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食
糧
と
人
類
ー
飢
餓
を
克
服
し
た
大
増
産
の
文
明
史
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表
紙
の
美
し
い
棚
田
の
風
景
で
ジ
ャ
ケ
買
い
し
た
本
。
い
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
と
い
え
ば
石
油
の
こ
と
か
と
思
う
が
、
そ
の
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
扱

う
遥
か
前
か
ら
、
人
間
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
戦
っ
て
き
た
。
食
糧
の
確

保
だ
。
こ
の
戦
い
に
負
け
て
い
た
ら
、
い
ま
人
類
は
な
い
。
有
史
以
来
ど

の
よ
う
に
食
糧
と
向
か
い
合
っ
て
き
た
か
、
そ
の
途
上
に
あ
っ
た
数
々
の

革
命
と
は
。
志
ん
生
の
落
語
に
、「
命
の
母
」
を
見
せ
る
見
世
物
小
屋
の

話
が
あ
る
。
銭
を
払
っ
て
中
に
入
る
と
山
盛
り
の
ご
飯
が
置
い
て
あ
る
。

そ
の
母
の
壮
大
な
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
。（
文
・
竹
内
ヒ
カ
ル
）
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棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

か
つ
ど
う
ノ
ー
ト

静岡県三島の市立中学校で
棚田の出張授業

　静岡県三島市立南中学校の依頼で、事務局長

が中学2年生の全生徒170名に棚田入門の出張

授業を行って来ました。 2年生の教育旅行に同

県松崎町の石部棚田へ行くことが決まり、担当

の先生方が下見に行ったところ、みな感動して、

1日ばかりの旅行にするのはもったいないとい

うことで、急遽、棚田の基礎知識の授業を行うこ

とになりました。 第1週目に棚田入門の授業、第

2週目に地域への質問状の制作、第3週目に実

際に石部棚田を見に行くというプログラムにな

るということでした。 今後、義務教育の中でこう

いった取り組みが増えることが期待されます。

   2016年5月12日 報告  高桑 智雄

通常総会が開かれました

　通常総会が5月28日エコギャラリー新宿で

開かれました。棚田ネットワーク設立20周年と

会報誌「棚田に吹く風」発刊100号記念に相応

しい総会となりました。 事業報告では20周年

記念事業としての「棚田ガイドブック」の発刊準

備や認定NPO取得申請などについて報告。 ま

た今期は役員の改選期にあたり中島代表をは

じめ全役員が再任されました。 第２部の討論会

では中島代表による「棚田の価値を見い出した

人々」、髙木宏明氏による「世界の食料事情」な

どの話題提供の後に棚田に纏わる今後の20年

について熱心な討論が繰り広げられました。

   2016年5月28日 報告  上久保 郁夫

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
棚
田
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
や
事
務

局
の
こ
と
な
ど
を
幅
広
く
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

スタッフの

つ・ぶ・や・き

今回のつぶやき人

事務局

ひさのん

＜輪番制＞

　戦
後
間
も
な
く
創
刊
さ
れ
た『
暮
し
の
手
帖
』。 

言
わ
ず
と
知
れ
た
、大
長
寿
雑
誌
で
あ

り
ま
す
が
、こ
の
雑
誌
の
創
刊
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
ベ
ー
ス
に
、現
在
は
、

N
H
K
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
で『
と
と
姉
ち
ゃ
ん
』と
し
て
放
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ド
ラ
マ
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
雑
誌
は
、お
金
持
ち
や
余
裕
の
あ
る
人
に

向
け
て
で
は
な
く
、一
般
の
人
々
が「
い
か
に
日
常
を
明
る
く
、心
豊
か
に
、そ
し
て
、明
日

へ
の
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
か
」そ
ん
な
こ
と
を
主
題
テ
ー
マ
に
し
て
制
作
さ
れ

て
い
ま
す
。 

雑
誌
の
冒
頭
に
は
、『
暮
し
の
手
帖
』の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、こ
ん
な
文
章
が

毎
号
必
ず
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

僕
の
と
て
も
好
き
な
文
章
で
す
。

こ
れ
は
あ
な
た
の
手
帖
で
す

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
こ
こ
に
は
書
き
つ
け
て
あ
る

こ
の
中
の
ど
れ
か
一
つ
二
つ
は

す
ぐ
今
日
あ
な
た
の
暮
し
に
役
立
ち

せ
め
て
ど
れ
か
も
う
一
つ
二
つ
は

す
ぐ
に
は
役
立
た
な
い
よ
う
に
見
え
て
も

や
が
て
こ
こ
ろ
の
底
ふ
か
く
沈
ん
で

い
つ
か
あ
な
た
の
暮
し
方
を
変
え
て
し
ま
う

そ
ん
な
ふ
う
な

こ
れ
は
あ
な
た
の
暮
し
の
手
帖
で
す

　な
ん
と
も
優
し
く
、そ
れ
で
い
な
が
ら
強
く
て
、心
に
す
っ
と
溶
け
込
ん
で
く
る
言
葉
た

ち
。 
考
え
抜
か
れ
、洗
練
さ
れ
た
文
章
と
い
う
ん
で
し
ょ
う
か
。言
葉
の「
力
」を
感
じ
ま
す
。

　改
め
て
じ
っ
く
り
読
ん
で
み
る
と
、悪
い
癖
、棚
田
に
結
び
つ
け
た
く
な
る
。 

そ
こ
で

「
手
帖
」と
い
う
言
葉
を「
棚
田
」に
置
き
換
え
て
み
る
。う
ん
、何
気
に
し
っ
く
り
く
る
。 

棚
田
は
も
し
か
し
た
ら
暮
ら
し
方
も
変
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

僕
も
も
ち
ろ
ん
、暮
ら
し
方
を
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
中
の
一
人
で
す
・・・
。
　

引
用『
暮
し
の
手
帖
』よ
り
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川代棚田でお米づくり
千葉県鴨川市

石部棚田で昔ながらの米づくり
静岡県松崎町

棚田ビオトープ プロジェクト
岐阜県恵那市

棚田ビオトープの田植え

田植え〜草刈り・草取りと地曳き網祭

Project Report
プロジェクトレポート

　岐阜県立国際園芸アカデミーの学生など23名が曇り空の中、
５月25日（水）に棚田ビオトープの田植えをしました。上中下
段と３つの棚田ビオトープがありますが、稲を植えるのは上中
段のみ。 まずは田植えをする前に除草をしました。ビオトープ
とあって３月に生まれたヤマアカガエルをはじめ、その他オタマ
ジャクシが大量に発生、恐怖のあまりひとり女子が脱落。といっ
たこともありましたが、なんとか田植え終了。
　今年のこども棚田ビオトープ観察会は、８月21日（日）10時
からを予定しています。こどもはもちろん、ボランティアのご参
加をお待ちしております。
	 （相田  明）

　5月20・21日は、第3回となる『田植え』を行いました。いよいよ
苗を手植えしていきます。参加者は2日間で延べ40名ほど、イベント
始まって以来の満員御礼！ お天気にも恵まれ、ちびっこたちも大ハッス

ル！で賑やかな田植えとなりました。そして7月2日・
3日は第4回目『草刈り・草取り』参加者は10名
ほどの少数精鋭部隊で、膝丈まで伸びていた畦草
と、田んぼの中の雑草を取り除きました。特に田
の草は、コナギという草がびっしり！ さらには稲に似
たヘイ（ヒエ）もなかなか手強い相手でした！ 2日目
は、恒例の石部集落の「大地曳き網祭」。みんなで
網を曳き、採れたてのイカやお刺身、うしお汁を味
わうことができました。次回は、8月20・21日に2
度目の『草刈り・草取り』を行います。（久野 大輔）

棚田でのお米づくり「田植え体験」を実施

　川代棚田でのお米づくり体験プログラムも2年目を迎え、5月
7日(土)に田植え体験ツアーを行いました。当日の参加者は18
名、現地では中島代表と川代集落の庄司代表の挨拶がありまし
た。簡単な説明を受け早速圃場へ。ベテランから初めての方ま
で一本の縄を目印に横一列に並び地元スタッフの指導を受けな
がら植えていきました。最初はなかなかタイミングが合わず苦
労しながらも、だんだん呼吸が合ってきて広い田んぼもあっと
いう間に完了となりました。昼は広場でお弁当を食べながらの
青空勉強会（高木氏による「世界の食料事情」）。その後参加者
の自己紹介で交流をしました。帰りは渓流の散策をしながら新
宿に無事到着しました。次回は8月28日（日）の稲刈り体験ツアー
です。皆様の参加をお待ちしています。
	 （杉山  行男）
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棚田ネットワークのホームページが
リニューアルしました！

画
面
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も

対
応
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
！

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て

新
コ
ン
テ
ン
ツ
を
追
加

■耕作放棄される棚田

■全国棚田保全一覧

■CSR実績一覧 ■棚田保全の歴史

ぜひアクセスして見てください！棚田ネットワーク 検索http://tanada.or.jp

会員に
なると！

年会費

○個人会員

○法人会員
１口3 万円（１口以上）

私たちの活動にご支援・ご協力をいただ
ける、企業、団体、事業主さまを募集して
います。 詳細はお問い合わせください。

棚田ネットワークは「棚田の保全に
協力したい！」という会員によって自
主的に運営されているNPOです。
消えゆく美しい“棚田”をどのように
保全していくことができるのでしょ
う？ 一緒に考えませんか？ ぜひ、私
たちと棚田の応援団になりましょう！

会報誌「棚田に吹く風」（年4回）やイベン
ト案内お届けの他、棚田ネットワークが主
催する各プロジェクト（イベント）への参加
や、スタッフとしての活動もできます。

法人会員を募集しています！

維持会員 １口１万円（１口以上）
一般会員 4,０００円
応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円

この上のスペース（ページ上1/2サイ
ズ）は法人会員さまのPRスペースとし
て広告や広報にご利用いただけます。  

（詳細はお問い合わせください）

年会費

たちとたちとたちと棚田の応援団棚田の応援団棚田の応援団になりましょう！になりましょう！になりましょう！ 応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円応援会員 3,０００円
学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円学生会員 ２,０００円

て広告や広報にご利用いただけます。  
（詳細はお問い合わせください）

〒160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp
郵便振替口座：00100-7-151565

編
集
部
か
ら

6
月
1
日
の
「
読
売
新
聞
（
首

都
圏
版
）」
の
夕
刊
コ
ラ
ム
「
旅
」

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
石
部
棚
田
と
当

地
で
の
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。
5
月
の
田
植
え
時
の

読
売
新
聞
の
記
者
さ
ん
の
体
験
取

材
が
陽
の
目
を
み
ま
し
た
。
ほ
ぼ

片
面
１
ペ
ー
ジ
の
大
き
な
記
事
な

の
で
、
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

し
た
。
今
年
初
め
に
も
「
毎
日

新
聞
」
の
一
面
コ
ラ
ム
に
「
棚
田

ご
よ
み
」
の
紹
介
が
載
る
な
ど
、

最
近
大
手
新
聞
に
取
り
上
げ
て

も
ら
え
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
棚
田
ネ
ッ
ト
20
年
の
活
動

が
実
を
結
ん
で
い
る
と
嬉
し
い
半

面
、
希
少
価
値
と
し
て
社
会
が

認
知
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
棚
田
が
危
機
的
な
状

況
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
複
雑

な
気
持
ち
な
の
で
す
。

編
集
部
か
ら

日
の
「
読
売
新
聞
（
首

日
の
「
読
売
新
聞
（
首

都
圏
版
）」
の
夕
刊
コ
ラ
ム
「
旅
」

都
圏
版
）」
の
夕
刊
コ
ラ
ム
「
旅
」
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